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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

対ドル BRL 3.1273 3.1151 -0.0122 3.1941 -0.0790

対円 JPY 36.21 36.35 +0.14 36.25 +0.10

対ユーロ BRL 3.3332 3.3122 -0.0210 3.3732 -0.0610

対ドル JPY 113.25 113.22 -0.03 115.77 -2.55

対ユーロ JPY 120.67 120.48 -0.19 122.19 -1.71

Index 64,965 66,125 +1,160 62,132 +3,993

bps 234.2 228.0 -6.2 262.0 -34.0

% 10.38 10.34 -0.04 11.20 -0.86

% 11.64 11.60 -0.04 12.22 -0.63

% 1.034 1.036 +0.002 1.018 +0.018

Index 192.8 194.0 +1.2 191.1 +2.9

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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先週末のドルレアルスポット相場は、中国の１月貿易輸出が前年比７．９％増と外需の改善を示した他、商品

価格も堅調に推移したことでレアル買いが優勢となり、再び３．１０割れを窺う展開となったが、勢いは続かず、

引けにかけてはレアルが対ドルで反落。３．１１台後半で取引を終えた。Ｖａｌｏｒ紙は、ブラジル中銀が６月会合

において、２０１９年のインフレ目標値を、「従来の４．５％から４．２５％へ引き下げる可能性がある」と報じた。

足許でインフレ率が急速に沈静化していることを受け、インフレターゲット政策に対するマーケットの信認を

一層高めることが狙いと推測される。また、米格付会社Ｓ＆Ｐは１０日、「政府が推進している経済と財政の

安定化措置が、流動的な政治状況と汚職疑惑の調査を背景に、リスクに晒される可能性が残っている」として、

現格付を維持（見通し＝ネガティブ）するとの見解を示した。２０１７年の成長率見通しは政府見通しと同様に

＋１％、その後は＋２．５％まで改善するとの予想が示されている。

ブラジル財務省はＳ＆Ｐの見解を受け、「ブラジル経済の調整が進行している段階を踏まえると、正常な手続

きである」との意見をウェブサイト上で公表。年金と労働市場改革の承認と経済成長を２０１７年に実現するこ

とができれば、「この状況は変化するだろう」との見通しを示した。


